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施設長 増 本 健
本施設は,昭和62年5月 に研究所が全国共同利 平成3年 になって,本 施設の整備が行われるご
用機関として改組された際に,本 所の共同研究を とになり,図 に示すような2つ の研究部が設けら
支援するために新設されました。初年度は助教授 れました。これ迄の研究分野を 「ミクロ組織制御
1,助 手りの定員と特別設備費(概 算要求)に よ 材料合成研究部」とし,新 たに 「ナノ構造制御機
る機器4点 でスタートし,そ の後漸次整備が進め 能材料研究部」を新設することになり,教 授1,
られてきました。 助教授/,助 手 「の定員と客員教授2(1種,III
この施設においては・主に所内研究や所外との 種)が 配置されました。その結果,施 設は施設長 ご
共同研究によって生まれた新しい原理や技術を基(併 任),教 授/,助 教授2,助 手3(内 り名配置
に,有 用な材料への展開に必要な基盤的研究を推 換),技 官5(所 内出向),客 員教授2に より構成
進することを目的としており,物 質合成部,材 質 され,ミ クロ材料研究部を浅見勝彦助教授が,ナ
制御部,性 能評価 ・分析部,技 術開発部の4部 に ノ材料研究部を仁科雄一郎教授(所 内配置換)が
よって構成され,種 々の最新の実験機器を設置す 担当することになりました。仁科教授は平成3年
る計画が立てられました。現在は,施 設自体の建 度から開始された創成的基礎研究 「ナノスケール
物が無いために,本 所に隣接する旧理学部化学教 構造制御機能材料の開発」の科学研究費によるプ
室の建物の一部を借用し,ま た所内の一部を使用 ロジエクトリーダであり,本 施設を基盤として全
して機器の導入を計っていますが,ま だ全計画の 国的共同研究を推進することになっており,本 施
4分 の1に も達していません。現有機器29点 の 設は共通基盤的研究センターとしての役割を果す
内,特別設備費で購入した大型装置は ア点のみで,こ とになります。
残りの大部分は企業等からの寄付(17点)に よる 現状での施設はまだ半人前であり,今 後は研究
ものです。 成果をもとに一層の充実と整備を計らねばなりま
このような情況にありながら,本 施設による共 せん。幸にも,平 成4年 度より新研究棟が建設さ
同研究を平成元年より開始し,年間およそ50件 の れ,この中に2500m2の 施設が設置されることにな
擁 礁 欝 重巽 藻 ぼ論 勇零 愚 鍮 驚L彗鍵 芒醗 藝碁思
ルファス軽合金,高J。 超伝導酸化物OVD膜,す 。これらの整備が完了して初めて名実ともに我





















大阪大学産業科学研究所 唯 木 次 男
昨年の10月 から¥年 間,客員研究員として金研 としても・そう簡単には購入できそうにない大型
に滞在する機会を得た。私は/966年 から/年 半 装置がどんどん入っているということである。私
程,大 学院の学生として金研にお世話になった。 の主な関心事である電子顕微鏡関係に限ってみて
そのため,そ の頃お見受けしたお顔には今でも見 も,JEM-4000EXお よびJEM-2000X高 分解
覚えがあり,通 りすがりでもお見かけしたりする 能電顕ならびにJEM-2000FX分 析電顕に加え
と,大 変懐かしく感じる.当 時の 愕 館と2号 館 て泄 界最高の分解能をめざ薦 顕SH>EM(金 ぞ
は新研究棟にとって変わったものの,3号 館はほ 研所属ではないにせよ)が すでに購入され・その
とんど昔のままである。正門側廊下の磨き油の臭 上,最 新鋭の分析電顕が2台 も今据え付け段階に
い,北 側一階廊下の挨っぽい臭いは昔に戻つた気 あると聞く。何億円単位の高級装置がはた目には
分にさせる。伊勢屋横丁に面する電顕室も,中 に いとも簡単に入ってくるように見える。
置かれている装置は全く異ってはいても,以 前と ところで,た とえ購入時に世界最高水準の性能
同じ場所にある。同僚とラジオを聞きながら電顕 を有する高級装置でも・/0年もよってたかって酷





私が学生の時に在籍した,平 賀研の前身 旧平 な国立大学には共通の深刻な問題であるはすであ
囎欝 ま難 難鑑 繍r湾 禽襲騨 瓢 華膿 錨丞諜
アー 黒板の配置蛭 るまで,以 前と変わってい 感心す歪・ 一
獣 孟礁 號灘 蹴飛驚 奪恕 鵬魏∴ 欝欝 諜難畿懲1
離 闇 も以前とほとんど同じである.変 わって せて轡 たこと施 る・この度の続 期間[こも・
しまったことと訥 よ 鋼 こついての編 が余 麗 温x線 回折実髄 して頂いたり・また・一方
り聞けなくなつたことであろうか。 でNMRを 測定して則 たりしている・残螢 た







い;一 研究室としては言うにおよばす,一 研究所1頁 いたりJお 世話になりました平賀研のス9ツ フ
ー4
の皆様にお礼申し上げます。さらに,末 筆で失礼 おります篠原先生にこの場をお借りして厚くお礼
ながら,た びたびNMR実 験や討論をして1頁いて 申し上げます。
逢瀬の楽 しみ
東京大学工学部 前 田 康 二
現在,桜 井研究室でSiの なかの転位をSTMう ことで,必 要部品の製作やらそれをとりつける
ξ で観察するということで お世話になっておりま 新しい2号 機(金 研の現システムのひな形)の 完'す
。lMRニ ュースに何か書くようにとの仰せで 成を心待ちにしていました。が,ご 存じのように
すので,思 いつくまま記させて頂きます。金研で(私 には寝耳に水だったのですが)突 然肝心の装
の先週/週 間の疲れから…とは思いませんが,風 置とともに仙台に移られてしまって,一 時は　然
邪で熱にうかされつつ書くとりとめもない駄文御 自失,計 画を断念しようかとも思いました。とこ
容赦ください。 ろが大変幸いなことにすぐに桜井先生の御厚意
今学期から教養過程の2年 生に対する授業を始 と,橋 詰さんの御協力で仙台で仕事を続行するこ
め,笛 週1回 本郷と駒場を往復しています。とこ とができることとなりました。実際に通ってみる
うが,都 内とはいえ片道/時 間,往 復では東京か と上に述べたように当初想像したのとは違い,仙
ら仙台,い や金研まで行ける時間を要しているの 台は天国です。これが他であったらどうなったか
です。これにはいささかうんざりしているのです と思うと,大 変ラツキーであったというべきでし
が,別 の見方をすれば金研が如何に近いかという よう。さらに有り難いことに,今 年度後期は客員
ことでもあるわけでして,最 近では新幹線でうと という身に余る待遇を与えて頂き,こ れまで旅費
うとするすべを知ってから,駒 場より金研に行く 節約のために素泊まり500円 なにがしかで泊まれ
ほうがある意味では体力的に楽と言ってもいいく る本多記念会館(米 ヶ袋)を 利用しなくてもすむ
らいです。やはり東海村の原研にも実験をしに年 ようになりました。(でもこの前の/1月 はどうし
Cに 何回か行くのです飢 これ臓 そnts自 分で ても宿槻 つからすやはりここ1こ御厄介になりま
運転して常磐道を即免停のスピードで飛ばしてそ した。ここは私にはなんともいえない郷愁を感じ
れでも2時 間以上かかります。これなどに比べれ させるものがあり,門 限と金研から若干の距離が
ばIU」台は屈(い や極楽)み たいなものです。 あることを別にすれば,管 理人の方は大変親切で
それにしても私が学生のころと比べると隔世の すし,私 のとっておきの宿です)。
感深く,仙 台といえばみちのく=道 の奥,到 底貧 さて私が今何をしているかを言わなければなり
乏学生のめったに行けるところではなかったので ません。私はもともと格子欠陥が専門で,金 研で
す。この仙台に度々お邪魔することになったのは すと(と いうより国内では)角 野先生のグループ




かと思って私が話を持ち込んだもので,大 変興味 で試みているのは,半 導体結晶のなかにある転位
を持って頂いて,そ れではやってみましようとい をSTMで 直接観察するという仕事です。半導体
一5一
のなかの結晶欠陥は特有の電子準位をバンドギヤ 料の壁開方法の模索に費やしたことを考慮する
ツプ中に作っていて電気的に活性であることが多 と,年1回 しか逢えない牽牛 ・織り姫の逢瀬と比
く・転位もその例外でないと一般に信じられてい 較しても,こ れは相当な成功率といってよいと思
塗互立 なぜここで下線つきかといいますと,そ う います。その原因はひとえに使わせて頂いている
考えると色々な実験事実が説明できるからで,直 装置の性能にあります。きちんとした試料を持ち
接これを証明する決定的証拠があるわけではない 込み,か つ打者(実 験者)に 問題がなげれば,/00
からです・御存知のように・STMは 結晶表面と%近 い打率で原子像が見えるというレベルにある
鋭い探針間を流れるトンネル電流を使って,条 件STM装 置というのは,世 界にも数多くありませ
を整えれば原子レベルで非常に局所的な電子状態 ん。(無いのかもしれません)。優れた装置設計と,













ん・この量は1cm3の 立方体中にある転位線をその 礼の諜 もありません
.特1こ儲 さんの奥欄 こは,




える根拠は話すと長くなるので省略します)と し せんが ,そ れでも御指導よろしきを得て,当 初≡
ますと・1ha(ち なみに東京 ドームのグラウンド 振また三振のほぼ見放されかけた凡打者が
,よ う
面積が1・3ha)の なかで・直径2cmの4円 玉を/や く昨今では打率 まあ甘く見て30%く らいまで

















が・それでもこれまで2・5(?)回 だけ(も)転 位 知名度が高く,世 界的な仕事ができ,ほ どよい規
にめぐり逢うことができました。最初の1年 は試 模のハイセンスな都会で,安 全な士地,文 化の香
一6一
り高い緑豊かな歴史の町,中 心街から至近距離に 泉あり,ス キーができる,こ れだけの条件をいう
ある立地条件,い ざとなればマク ドナルドだけで のなら早起きが苦になりさえしなければ,金 研 に
なく,和 食,中 華,イ タ リア,フ ランス料理,食 行きなさいと勧めることにしています。他にセー







































































































東北大金研 庄 野 安 彦
1.は じめに ・Tl,Ba2CuO6+δ,TISr20aCu207-aに おけ
このワークショツプは,高 温超伝導酸化物の研 るキヤリア過剰領域での振舞い(30)
究において,物 質自体に関心をもつ研究者のためNEC基 礎研 島川祐一
の槻 模謙 の場として緬 さnlE.様 々な髄.TI細 酸化物の瀦 嗣 と超云導(30)ζ
と組成をもった高温超伝導酸化物が発見されてい 名大工 太田幸則
るが,よ り高いTGを もった新しい物質の探索,15:45--18=00(座 長 菊地昌枝)
高温超伝導発現機構の解明,酸 化物超伝導の実用 ・多重蛍石プロツク(MO、)nを 含む層状銅酸化
化など,ど れ一つをとってみても物質自体に対す 物(30)松 下電器〔P研 和田隆博
る理解を深める必要があると思われる。 ・微量試料 を使用する高温超伝導体の価数分析
今回は,合 成,構 造解析,組 成分析などの固体(15)東 理大理工 渡辺邦洋
化学的研究により得られる化学結合に関する知識 ・高温超伝導酸化物の酸素ストイキオメトリー
と,光 をプローブとした分光学的研究による電子 一 超伝導酸化物における酸素の問題一(30)
構造の情報の両面を総合 し,物 理と化学の谷間を 東理大理工 井手本康
埋める学際的討議を目標とした。特に若手の研究 ・(Y,La,Ba)30u30.擬3元 系の構造および超
者に講演をお願いして,活 発な討論を通じて新た 伝導 一 焼成時酸素数からの老察 一(30)
な共同研究の芽が育つことも期待 した。 東北大金研 常盤文子
・高圧 ・高酸素圧下で生成する銅酸化物相と物性
2.ワ ークショップ報告(30)
本ワークショツブ は,本所講堂において/99/年 京大化研 高橋幹夫,広 井善二 三重大工 武
6月6巳 旧 の両e(こわたって行なDnた.参 田保雄 ◎
加者は仙台以外の大学,国 立研から/2名,学 内106月7日(金)
名,所 内26名,企 業の研究所からS名 の計53名9:30-/2:30(座 長 梶谷 剛)
であった。プログラムは下記の通りである。 ・非銅系酸化物の合成と物性(30)
6月6日(木)東 大工 前田京剛
/3:00-15=25(座 長 深瀬哲郎)・Nb系 酸化物超伝導体の結晶構造(15)
はじめに(5)世 話人 庄野安彦 東大物性研 澤 博
・Bi系 超伝導体の還元処理と超伝導特性(30)・ 高圧あるいは低温における超伝導体の構造変化
山形大工 神戸士郎(30)無 機材研 泉富士夫
Bi系 銅酸化物超伝導体の変調構造(30)・ ラマン散乱から見た超伝導体相における局所変
東北大金研 小野塚喬 形 一 バイポーラ[]ン 超伝導の可能性(30)
・Tll層 構造銅酸化物のストイキオメトリー 阪大理 水貝俊治
と超伝導特性(20)東 北大金研 中島 理
一10一
・電子状態のCu-○ ネッ トワークおよびボンド(中 島)。TI2層 構造では,ホ ールキャリアの原因
長依存性(60)東 大理 十倉好紀 として,Tl,O、 層内の過剰酸素による説と,T卜
/3:30-16:00(座 長 黒田規敬)Cu問 の電荷移動による説とがあり,決 着をみて
・Nd, 一。Oe。CuO4のXPS ,UPSに よる研究 いない。T1220i相 の構造や輸送特性の ドーピン
(20)静 大電子研 福田安生 グによる変化はキャリア過剰の金属領域まで連続
・Nd系 酸化物超伝導体の電子状態と酸素欠陥 的であり
,高 温超伝導を通常金属の枠組で論じる
(20)電 総研 大柳宏之 試みがなされた(島 川)。
・Pb系 酸化物超伝導体のEXAFS
,XANES高 温超伝導酸化物の構造を制御した合成法の開
(/5)電 総研 山口博隆 発は,新 物質探索のために重要である。(Y ,La,
・Ba1 -。K。BjO3一δ,BaPb。Bi,.xO3 .oの 光Ba)3Cu30,擬3元 系において,生 成相の構造お
電子分光(20)NKK鉄 鋼研 名越正泰 よび 丁。を決定する因子として,焼 成時の酸素数
・角度分解光電子分光と軟X線 吸収分光から見 が重要なことが指摘さRた(常 盤)
。従って,温 度
ilJた 高温超伝導酸化物の電子構造(40)お よび雰囲気を制御 して合成を行うことが必要と








B係,TI系 な どの層状構造銅酸化物で はT,示 された(和 田)。 非銅系酸化物超伝導体の探索と
を決める要因であるキャリアの起源を明らかにす しては,CaTa20、 型構造の(Sr ,Ln)Nb、O、
る努力が続けられている。Bi系 ではBi、O,ブ ロ(澤),Li(〉,Ti)、 ○、スピネル(前 田)な どの
ック層内の過剰酸素の存在が変調構造の原因でも 合成が試みられている。
あり,又CuO2伝 導面ヘホー」しを供給しているとXANESあ るいはXPSを 用いて局所的電子
考えられている。Srの 希土置換固溶体の変調周 状態に関する情報を得ることは,高 温超伝導酸化
期を,広 い領域の高分解能電顕観察により解析 し 物の電子構造を理解する上で重要である。まず電
た結果は,incommensurate変 調周期の組成 子キャリ/v超 伝 導体 であるNd系 については,
(E変 化が・2種 の異な った周期のcOmmenSu-XPSに よるフエルミ吸収端が観測されたほか,
nate変 調 の重ね合わせで説明され ることを示Cu+が3dloの 電子状態にある一万,Oeは4価
し,酸素量分析の結果とも良く対応する(1」、野塚)。 であることが確認された(福 田)。XANESに よ
又Bi系 では還元処理によりT。 が顕著 に上昇す る詳細な研究からは,還 元による酸素濃度変化は
ることが知られ ており,Blお よびCUの 価数を 極めて小さく,吸 収スペク トルやホール係数の変
分離して分析することが試みられている(神 戸,化 を説 明するためには欠損型(n)の 他 に過剰型
渡辺,井 手本)。しかし分析結果はバンド計算や超(D)の 酸素欠陥を考慮する勘要のあることが指摘
伝導特性と動ず しも調和せす,分 析過程そのもの された(大 柳)。Pb系 層状構造では,酸 素欠損相
を再横討する必要がないかとの指摘があった。 でブロック層のCu+が 確認され,伝 導面のホー
Tl系 では,1層 構造の単相試料を作成し,金 属 ルキャリァと共存することが示された。Pbの 原
組成および酸素数の分析を行なった結果,金 属組 子価は酸素欠損相では2価,酸 素過剰相では4価
成は化学量論比に近く,Tlは3価 と考えられる になっていることも明らかになった(山 口)。 非銅
こと,TlO層 から30%程 度の酸素欠損が生じ,電 系のBKBOで もXPSに よ りフェルミ吸収 端
子線回折で超格子として観測されることを示 した が観測された他,コ ァレベルの低工ネルギー側へ
一11-一
のシフトが報告された(名 越)。 のフェルミ面を形成するが,ホ ールドーピングに
本ワークショツブのハイライトは十倉による/よ り新 しい電子状態(mid-gapstates)が 生
時間の講義であった。銅酸化物高温超伝導のT・ 成することが実験から明らかにされたが,こ れと
を支配 している因子として,Cu-○ 面のキヤIJア 対応する形で絶縁体ギャップ中に新たな電子状態
濃度,お よびボンドバレンスサムやマーデルング が生成する理論計算の結果が示された。これらの
エネルギーに代表される構造のパラメーターが重 結果は,Cu-○ 上の電子混成が大きく,絶 縁体か
要なことが指摘された。又OTギ ャツプのCU-0ら 金属に移行する[‡]間で共有結合が重要なことを
結合距離依存性を論 じて,CuO2面 のCT励 起 示唆している。
とその異常性が明らかにされた。Cu-O結 合距離 この他LSCOで は中心対称がありながら赤外
の増大と共にdつ 混成(共 有結合性)は むしろ増 活性モードでラマン散乱が観測される事実が指摘
大するが,CTギ ャップおよび格子振動数は著る され,バ イポーラロンのような局所的構造変形が
しく減少する。又スピン交換工ネルギーはあまり 超伝導と関連する可能性が論 じられた(水 貝)。
変化しないなどの特徴的変化を示す。これらの関6
係を明らかにする上でT、 の圧力効果が重要であ4.ま とめ
るが,Cu-○ 面の固有な変化と電荷分布の変化と 本ワークショツブでは,専 門の異なる研究者の
を分離する上で,単 一CuO2面 物質での実験が望 間で活発な質擬応答が交され,良 くかみ合った議
ましい。 論が展開した。全体を通じて感じたことは,電 子





分光および軟X線 吸収分光による実験(高 橋)と る。今後さらに歩を進めて・高温超伝導機構の解






東北大金研 岡 野 泰 則
〃 福 田 承 生
融液からの結鵬 成は沫 だに経馬寅腰 素の多 作法 設計騨 の徹 のため{こも育成炉内の物理
い技術である.こ の原因は,高 温下の現象である 現象及びそれと結晶品位との間の関系を工学的観
ため湾 成炉内の物臓 象が正しく螺 されてい 点から明らか1こする腰 がある・このためには・
ない点江 学的闘 がなされていない点にあると 実験的な飼 のみならず灘1直 シミュレーション
思われる.結 晶蹟 の向」コ 結鵬 成の合理的操 に基づく考察が醜 である・数イ直シミュレーショ
ー12一
ンによれば,現 実の育成炉の定量的解析のみなら ことが実験的に指摘されて10年 以上が経過する




この観点より,本 ワークショツブは,広 い分野 晶中の不純物制御に関しても討論が行われた(三
での最新の数値シミュレーションの描き出す育成 菱マテリアル:小 野直樹)。
炉内の物理現象,熱 流体的挙動と特性を実現象とCZ法 以外のシリコン単結晶作成法と しては
対比検討しつつ,そ の工学的解析を進iめ,体 系化FZ(FloatingZOne)法 における融液内対流
する第一歩を築く場とすることを目的とした。こ 現象(九 州大 ・機能研:尾 添紘之),磁 場印加効果
こで特 筆すべきことは,結 晶成長における世界的(信 越半導体:木 村雅規)に ついて討論が行われ
権 威 で あ る,マ サ チュ ー セ ツ ツ 工 科 大 学 の た。
ffBrown教 授が本ワークショツプの主旨に賛同 化合物に関しては,3ゾ ーン ・ヒーターによる
し・自腹を切って参加して下さったことである。GaAs単 結晶作成に関する炉内全体解析に関す
これはこの分野の研究が,世 界的に興[床が集まっ る報告があった(≡ 菱化成:岡 田英夫)。 化合物は
ていること,ま た日本の研究が世界的レベルであ シUコ ンと異なり,高 圧中で結晶が作成されるた
ることを裏づけているように思われる。 め,温 度測定,対 流観察が困難で,こ こでも数値
6月7日 に行われた今回のワークショップにお シミュレーションが威力を発していた。また化合
ける発表,討 論の概要を以下に記す(敬 称略)。 物結晶においては転移の問題が残されており,結
晶内熱応力に関する解析的検討がなされていた
MIT(U.S.A)のR.A.RrOWnはCZ(東 芝・総研:西 尾譲司,九 大:宮 崎則幸)。結晶
(CzOchralski:引 き上げ)法 によるシリコン 内熱応力は実験的には結晶作成後 ,結 晶を加工,
結晶作成炉内全体の熱,流 動現象から結晶内欠陥 評価 して情報が得られるが,数 値シミュレーシ∋
発生にわたる幅広い解析結果をもとに,結 晶作成 ンを駆使することにより,結 晶作成中の結晶内熱
条件から結晶品質を予想,制 御 しうる数値シミュ 応力分布に及ぼす結晶作成条件の影響の解明が可
レーション技術の重要性を強調した。OZシ リコ 能となる。
ン融液内対流現象に関しては融液内の詳細な温度 酸化物に関してはTiO、 単結晶引き上げ時に融
測定(新 日鉄:田 中正博),ダ ブル ・ビームX線 透 液表面上に観察される異常な対流パクーンと単結
〆1過 に よ る シ リ コ ン 融 液 内 の 対 流 直 接 観 察 晶引き上げの困難さに関しての討論がなされた
(NEC:柿 本浩一)に より,融 液内の対流 は従来(東 北大 ・金研:町 田博)。
言われていた軸対象の2次 元流ではなく,バ ラク 冒頭でも述べように,数 値シミュレーションの
リニツク 賜ウェーブを伴う・螺旋状にるつぼ回転 最大の魅力は,実 験的に観察あるいは測定が不可
方向に進行する流れであることが示された。さら 能(あ るいは困難)な 点が解明できる点,さ らに
に・融液内温度分布を最も適切に再現するのは,は ,実 験では抽出しきれない重要なパラメ_タ_
乱流モデルを用いた場合であり,層 流モデルを用 の抽出及びその影響が定量的に評価できる点にあ
いるよりも・対流を無視 した烈 云導モデルの方が る。その反面,数 値シミュレーションはその対象




値シミュレーションが報告された(九 州大 ・機能 ている研究者と実験を主にしている研究者とが,
研:尾 添紘之・東京大学;大 島まり)。OZシ リコ 大学,企 業を問わず,さ らには各入の所属学会を











東北大金研 平 井 敏 雄
1。 はじめに10:50～11:30「MOO>D原 料の評価と薄膜
化学気椙析出(CVD)法 により酸化物高温超伝 形成」 大嶋重利(山 形大工)
導膜の作製が初めて行われてから3年 が過ぎ,現11:30-12:/0「 酸化物超伝導材料MOCVD
在多数の機 関でOVD法 による酸化物超伝導膜 用原料有機金属化合物の性質とそ
の作製が研究されている。イツトリウム系やビス の問題点」
マス系超伝導体がCVDの 対象とされ,O>Dの 國谷保雄(中 央大理工)
手法も単に熱源を用いたものから,プ ラズマや活 り2:/0--13:/0昼 食
性酸化がスを利用 したものへと多岐におよんでい り3:/0～13:50「 原料の高純化と光 ○>D」
る。 鯉沼秀臣,橋 本拓也(東 工大工材
本ワー一クショップでは、C>D酸 化物高温超伝 研)
導膜 についてこれ までに得られた研究成 果を/3二50～14:30「CVDと 組成制御」
OVDの 原料と薄膜作製および特性の観点で整理 林田 茂(Eヨ 本酸素)
し,現 在問題となっている点や今後の研究の方向14:30～15:10「 熱OVD法 によるYBCO膜 ●
を明らかにすることを目的とした。 の作製と超伝導特性」
山根久典(東 北大金研)
2.ワ ークシ ョップ報告15:/0・-15:20休 憩
6月18口 と19日 の2日 間にわたって,金 属材/5:20～/6:00「 有機金属錯体を原料とする酸
料研究所講堂において開催され,6ア 名の参加のも 化物超伝導膜のプラズマ励起気相
と以下のように16件 の講演と討論がなされた。 成長法」 兼堀恵一(日 立[P研)
18日(火)/6:00M6:40「Y系 酸化物超伝導体の原子層
10:00～10:/0開 会挨拶C>D」
平井敏雄(東 北大金研)座 間秀昭,小 田俊理(東 工大)
10:10--10:50「MO原 料 の 特 性 評 価 と19日(水)
YBCO超 伝導薄膜形成」9:30MO:10「YBa2Cu307一 薄膜のレーザ
播磨 弘,花 岡建一,橘 邦英(京 一 〇VD」




林 春美(超 電導工研)過 程の解析結果が発表された。特にBa原 料とし
10:50・一・//[OO体 憩 て現在最も広く用いられている(DPM)系 錯体の
1/;00～1/:40「CVD法 による長尺酸化物超 安定性やそれに代わる蒸気圧の高い新 しい原料探
伝導体の合成」 索の研究が関心を集めた。また,原 料供給量の調
山口太一(藤 倉電線)整 やモニターに分光学的な手法が導入された。
M:40～/2:20「 溶剤付加MOCVD法 による 薄膜作…製ではプラズマや光照射CVD,活 性酸
Y系 超電導膜の合成」 化がス,酸 素分圧制御などによる成膜温度の低温
松野 繁(三 菱電気)化 の最近の研究結果が発表され,優 れた超伝導特
12=20～13:20昼 食 性を有する膜が得られていることが報告された。
13120～14:00「CVD-YBOO膜 の超伝導素 また,今 後のC>D法 による超伝導酸化物薄膜作
ゼ 子への応用」黒沢秀行(リ ケン)製 の方向の一つとして積層多層膜 や原子層制御
14:00～14:40「 ビスマス系結晶のハライ ドCVDが 提案された。
O>D技 術」
井原 賢(富 士通研)4.ま とめ
14:40～/4:50休 憩 酸化物高温超伝導膜の ○>Dに 関係した,国 立
14:50～/5:30「MOCVD法 によるBSCCO研 究機風 企業および大学の研究者が一堂に会す
超伝導薄膜の作成と特性」 る研究会は,今 回のワークショツプが初めてであ
遠藤和弘(電 総研)り,活 発な討論や意見交換が行わ札 研究の現状





((L材 料 科 学 とデ ー タベ ー ス
(代表者 仁科雄一郎)
東北大金研 川 添 良 幸
1.は じめに に開催した。
わが国および世界の材料科学の～層の進展のた
めには,従 来からの基礎的実験 ・理論研究に加え2.ワ ークショップ報告
て完備した材料データベースの確立が必須の条件 本ワークショップでは多岐にわたる講演および
となりつつある。今回のワークショツブは,材 料 議論があった。以下に各講演の概要を列記する。
科学および材料データベースに関する現状および 岩田は,材 料システムの統合化に関し,イ ンフ
将来の在り方を活発に討論する場を提供するため ラストラクチユアの拡充に反映される科学技術研
一15一










し,国 際規模で作業を行うデータベース連絡会の 常に豊かな表現力を持っており,多 くの関心を集
設立が急務であると結論 した。 めた。
川添らは,使 いやすいデータベースシステムの 青砥は,高 速炉構造用材料データに関して開発Ci
実例として,金 属材料研究所で構築されている統 されたデータ処理システムと数値データの解析用
合化材料データベースシステムの紹介を行った。 プログラムの紹介を行い,そ れらの適用例を詳細
さらに材料設計分野では全国で初めての,光 磁気 に解説 した。
ディスクを活用 した文献の一次情報の蓄積 ・利用 山崎は,CD-ROMを 用いた電子材料データ
の実演を行い,出 席者の強い関心 を集めた。 べ一スを試作し,グ ラフ ・図 ・表などのマルチメ
中道は,材 料データベースの構築と利用の流れ ディアデータに対して有効であることを示した。
を4段 階に分析し,効 率的な利用を図るためには また,3元 以上の混晶化合物半導体における連続
応用ソフトウエア ・ライブラリを用いた事実デー 的な特性変化を利用 した混晶半導体専門のデータ




小島らは,論 文 中のゲラフからファクトデーヲ ト指向の材料データシステムの開発に関する報告
べ一ス,特 に数値データベースを作成する方法を を行い,金 属の疲労特性とク リープに関するデー
提案し,実 際に論文中に記載された磁性体の磁化 タの評価システムに対 して30以 上のモデルを適




志村は,日 本科学技術情報センターと金属材料 のデータベースを構築 し,効 率的な利用法につい
技術研安所で共同で開発された金属材料強度デー て検討を行った。また,ネ ツトワーク化の推進と,
タベースの紹介をし,オ ンライン ・デモンストレ データベースと応用プログラムをUン クした統合
一シ三ヨンにより具体的にデータベースの機能 ・構 化システムの可能性について活発な議論が行われ
成 ・内容 ・利用法に関する説明を行った。このデ た。




大谷は,合 金状態図のデータベースの歴史を紹 て詳細な解説を行い,多 くの興味を集めた。また,
-16一
検索式の自動作成などのユーザインターフエイス14:00-/4:30金 研統合化材料データベース構




今回のワークショップでは,材 料研究および材15:00-/5=30〈 休憩 ・デモ〉
料データベース構築に関する各方面の方々にお集 座長 小岩昌宏
まりいただき,フ ァクト ・データベース,材 料設15;30-16:00磁 性体に関する論文中のグラフ
計の先進的活動ならびに国際協力の活動の紹介 を の自動数値データ化 小島正美







材料設計データベース構築に特有の困難が数多く 小野 陽 稲田康徳,山 本川頁一
指摘され,そ れに対する具体的な解決法に関する 〈懇親会〉
提言および議論が活発になされ,国 際協力を含め10月30日
た今後のあるべき姿が明確 に打ち出された。しか 座長 前田正史
しながら,材 料設計分野は非常に多岐にわたって9=00-9:30高 速炉構造用材料デーワ処理シ
おり,現 状では個々の材料に限定されたデータベ ステム 青砥紀身
一スの構築にとどまっている。今後はこれらを統9:30-10=00材 料データベースの構築と設計




日時=1991年10月29日 ～30日10二30-11二 〇〇 〈休憩 ・デモ〉
場所;東 北大学金属材料研究所 講堂(3号 棟3座 長 川添良幸
階)1/:00-11:30JMPD(JAERIMaterial
PerfOmanceDatabase)の
10月29日 現状とその利用例 中島 甫
12=50-13二 〇〇 開会の挨拶1=科 雄一郎M:30-12:00基 盤原子力材料データフリーウ
座長 仁科雄一郎 エイシステム(分 散型材料データ
/3:00-13:30材 料データシステムの統合化 べ一ス)藤 田充苗
岩田修一/2:00-/2:05閉 会の挨拶 川添良幸





東北大金研 櫻 井 利 夫
「アトムブローブと分析電顕による材料の超微 て新日鉄保有のアトムプローブFlM-tOOを 用い
細領域分析・と題して・材糊 ナノスケー/レでの て行なったFe'Cr'C・ 磁醐 覗 事な騎 結 の
定量的な材料解析を目指した金研ワークショップ 果とそれに基づく保磁力機構の考察を報告した。
が/99/年M月5,6日 の二日間にわたって開催さ 同じく新日鉄先端技術研究所の池松は 「鋼中微細
れた。当日は予想を上回る多数の参加者(登 録者 炭窒化物のFE-TEMに よる解析」と題してHF
数 二72名)を集め充実した活発な研究会が催せた 一2000による低合金鋼中の極微細析出物の解析例
と自負している。アトムプローブに関する研究会 をアトムプローブによる解析結果を交えながら講
は1985年 の阪大産研の中村勝吾教授の主催した 演した。鉄鋼材料においては数nmレ ベルの炭窒
科研費総合研究の会合以来一度も開かれていなか 化物の挙動が非常に重要な問題になるために軽元
ったために,ア トムブローブ研究者に取っては 素の有効な検出が重要であるが,彼 らはEDSと
久々の研究会となった。最近のアトムプローブ研EELSを 併用することにより りnm程 度のV,
究者の減少によりこの種の研究会の開催は困難にNb炭 窒化物を定性的に解析することによりFE























た。Pd-SiとPd-Si-Cuア モルファス合金ア 微細析出物に関する講演が3件 あった。まず近大
トムプローブデータに統計的解析を加えることに 理工総研 の藤田 らはAH.6at.%Ou合 金中 の
より,こ れらの合金にはSiの 局所的な濃度揺らG,P.Zゾ ーンの高分解能電顕観察結果に基づき




た。次に九大工の根本はEDSの 定量解析の問題 盛り上がった。奇 しくも,ゾ ーンの組成に関する
,r点 を幾つか指摘した後,EDSを 用いて ト」i/NiAl藤 田らの結論は最近のアトムブローブによるデー
拡散対の濃度プ〔コファイルの測定から拡散係数を ターに比較 的良 く一致することがわか ったが,
定量的に求めた美 しいデータを紹介 した。次 にDre-G.RzOneと かG.P.-2(2)と かG.R-2
NKK鉄 鋼研究所の佐藤は固溶レベ1レの軽元素の(3)と かの新語が続出 し,保 守的なmetaIlun一
分析を∈ヨ指 して行なっているPEELSの 質の高gistsを 混乱させた。藤田らによるとこれでG .




差法(lKL)とALCHEMl法 を組み合わせた新し 量分析が,析 出物がその構造に特有の化学量論組
いiKL-ALCHEMI法 を用いることにより,規 則 成を取り,か つある元素の占有サイトが決まって
度が/で ない規則合金においても三元合金中のサ いる場合に限り,Cliffら に提唱された外挿法を
イトを定量的に決定できることを示した。これに 用いることにより定量的に決定できることを示 し
よ りCu-25Au-25Pd合 金に おいてCU-Au間 た。これはほとんどの場合微細析出物を分析対象
の規則化がOu-Pd間 の規則化に先行するとい としなければならないmetallur8istに とって
う規則過程中のキネティクスまでもこの手法で明 は,有 益な手法である。つぎに東北大金研の宝野
、{ら かにしうることを示 した。次にE泣 機械研の吉 らはアトムプローブはG .P.ゾ ーンのような単
村らはステンレス鋼中の相分離をアトムプ〔コープ 原子面程度の厚さしかない極く微細な析出物(原
FlMに より解析 した例を紹介したが,ア トムプロ 子のクラスター)の 定量的な分析やAl-Li合 金qコ
ープによりキネティクスを定量的に解析する困難 の 〕 のような軽元素の極局所領域(<10nm)で
さを印象づけた。 の定量分析にも有効であることを示した。引き続
この時点で昨日同様プログラム進行は予定時間 き東北大金研の平賀は 「高分解能電顕による合金
よりも大幅に遅れを取っていた。座長の努力にも の相変態の研究」と題 して,Ni、MO ,Cu、Pt合 金





の≡次元デーワ解析のビデオを放映した。このビ によるPt-Ni合 金中の粒界偏析の解析例 を示 し
デオを見る機会に恵まれた参加者は原子の分布を たが,ア トムブローブによるこの種の実験の難し
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さが感 じられた。このために中にはこの種の研究 日時=1991年11月5日 一11月6日
はオージェで十分とする意見も聞かれたが,そ れ






を主張 した。さらにいくつかの形状記憶合金 に 東北大金研 桜井利夫
ALCHEMI法 を適用することにより,サ イト占 座長 本間禎一(東 大生研)
有率を決定 した例を述べた。弓1き続き東北大金研/3:40-/4:20ア トムプローブの最近の動向
の 進 藤 はALCHEMI法 の 原 理 か ら 始 め,東 工大総合理工 西川 治
ALCHEMI法 の特徴,限 界を丁寧に説いた。最後/4:20-/5:00分 析電子顕微鏡の最近の動向 む
に東北大金研の宝野はアトムプローブにより微量 日立計測 上野武夫
添加元素を含aSNi,Alの 特定の方向に厳密な1/5:00一 りS:20ア ト∠」ブ[コーブの将来展望
原子面毎の濃度プロファイルを決定することによ 東芝ULSI研 酒井 明
り0.5at%程 度 しか含まれていない第三≡元素の 〈休憩〉
サイト占有率を比較的簡単に定量的に決定できる 座長 桜井利夫(東 北大金研)
ことを示した。/5:40-/6:10ア トムプローブによる鉄鋼材料
以上で2日 間にわたるワークショップは終了し の解析
た。このワークショツブにより,テ ーマを選べば 新日鉄中央研究本部 植森龍治
アトムプローブは分析電顕以上に正確により微細16:/0-16:40鋼 中 微 細 炭 窒 化 物 のFE一
な領域の定量的分析が可能であることが示されたTEMに よる解析
が,各 々の手法には当然のことながら利点欠点が 新日鉄第一技研 池松陽一
あることも明らかとなった。今後高分解能電顕を/6:40-/7:00分 析電顕による鉄基超微細結晶
含めてこれらの手法が相補的に用いられて行 け 軟磁性材料の解析
ば,ナ ノ領域における局所解析のレベルはさらに 住金研究開発本部 関 彰
高まって行くものと考えられる。アトムプローブ/ア:00-/7:20ア トムプローブによる鉄基超微
の問題としては一般にこの手法は特殊な実験手法 細結晶軟磁性材料の解析 ○
であると受け取られており,こ のために研究者人 東北大金研 宝野和博
口が増えす,な かなか研究者のポテンシャルが上17:20-17:50ア ト∠」プローブの統計学的構造
がらないということがある。今後機会ある毎にア 解析:Pd基 アモルフ ス合金 構













座長 菅野幹宏 態の研究 東北大金研 平賀貫二
り0:30-M:05分 析電子顕微鏡による多成分合15:05-/5:15総 合討論 合金の相変態におけ
金の原子配列の解析 るアトムプロ_ブ と電子顕微鏡
九大総合理工 松村 晶 〈休憩>
/1:05-G2:40ス テンレス鋼の相分離のアトム 座長 根本 実(九 大工)
プロ　ブFIMに よる研究15:30 _16:00ア トムプロ_ブ による粒界偏析
日立鰍 研 吉村敏彦 の研究
〈昼食〉 住金研究開発本部 関 彰
座長 長村光造(京 大工)/6:00 _/6:35電 界放射型電子銃付分析電顕に
/3:00-13二35Al"Cu合 金におけるG・Pゾ よる形状記憶材料の微細領域分析
一ンの構造と組成一HREMに よ 阪大産研 唯木次男 中田芳幸
r(る 研究 近大理工総研 藤田広志 清水言兼_
/3:35-/4=40分 析電顕によるアルミこウム合16二35 _1ア;05ALOHEMIに よるサイト占有
金中の微細析出物の解析 率の決定 東北大金研 進藤大輔
東工大工 里 達雄i17:05 _17:20ア トムプローブによるサイト占
14:10　 14=30ア トムプ日一ブによるアルミニ 有率の決定
ウム合金〔‡]の微細析出物の解析 菓北大金研 宝野和博
東北大金研 宝野和博
コ ン ピ ュー タ ー ・ シ ミ ュ レー シ ョ ン
マ イ ク ロ ク ラ ス タ ー
rl
東大理 近 藤 保
東北大金研 川 添 良 幸
大 野 かおる
1.は じめに 力を発揮する。また、マイクロクラスターのよう
最近,計 算機の発達により,物 性研究における にそのダイナミクスが複雑であり,そ の特性を解
コンピュークーシミュレーションの役割が重要に 明する手掛りとなるデークの蓄積も少ない場合に
なってきた・例えばマイクロクラスター等の少数 は,実 験データを解析する上にも,実 験を進める
多体系の特徴を調べるのにもこの方法は絶大な威 指針を得るためにも,シ ミュレーションが非常に
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有用な手段となる。 この点を踏まえ,コ ンピュー11月9日(土 曜 日)
ターシミュレーションを用いたマイクロクラスタ 座長=渡 部 三郎(広 島大総合)
一物 性研究の最近の話題を中心に,理 論および実 伯 レーザー蒸発過程とマイクロクラスター
験研究を活発に行っているゲループを交えて研究 粕谷厚生(東 北大金研)




平成3年11月8日 と9日 の2臼 間,金 属材料研 クス 池上 努(東 大理)
究所においてコンピュ～クー ・シミュレーション 座長 二蓄野 暁(姫 路工大理)
に関連するマイクロクラスターについての15の/4フ ラーレン生成機構:新 しいモデルの検討
研究報告および討論が約40名 の参加者 によって 阿知波洋次(都 立大理)
活発になされた。その内容は以下のとおりである。 り5C6。 の分子動力学シミュレーションG
尚,開 会の挨拶(近 藤)に おいて今回の研究会の 神山 博(東 北大金研)
開催にまで至る経過および主 旨 ・抱負などについ/6フ ラーレン(06・,C・・,08・)アルカリ金属化合
ての説明がおこなわれ,/S臼 に開かれた懇親会で 物の光電子分光 高橋 隆(東 北大理)




1開 会の換拶 近藤 保(東 大理)最 近の発展および展望・そしてコンピューワーシ





吉田 博(東 北大理)ス ーパーコンピューターを用いて大規模な数値
40ar-ParrinellO法 の動力学 計算を行い,電 子状態を第一原理的に取り扱いな
佐々木泰造(金 材技研)が ら少数原子系の運動を分子動力学法で追跡する1
5表 面の分子動力学シミュレーション ことが精力的に始められつつある。特に最近発展
三上益弘(富 士通)し た シ ミュ レー シ ョ ン 法 と してCar-Par一
座長:森 田 章(石 巻専修大理工)rinellOの 方法の詳細な説明が吉田・佐々木・他に
6Auク ラスターの構造揺動一下地の効果 よりなされた。その具体的応用として・吉田は半
菅野 暁(姫 路工大理)導 体中の不純物原子をとりあげ,佐 々木 はSIダ
7単 純金属クラスターの最近の話題 イマーおよびトリマーの結果について報告 した。
石井 靖(姫 路工大理)ま た星野は,液 体Na系 における電子状態の摂動
8閉 殻球状電子がスの誘電応答 展 開 によ る 計 算 とそ の 動 力 学 のCar-Par一
稲岡 毅(岩 手大工)rinello法 による計算について報告した。池上は,
9液 体Naの 電子状態 アルゴンクラスターイオンの構造とダイナミクス




した最近の解析結果もいくつか報告された。ます 一ボールとも呼ばれる)の 生成機構として新 しい
三上は,化 学ポテンシヤルー定条件下で分子動力 モデルの提示をおこなった。神山は,C6。 の分子
学 を行 う新 しい方法お よび それ の希が ス原 子 運 動 をmixedbasisを 用 い たCar-Par-
(C6。でも良い)が 多数存在する系への応用につrinellO法 の新しい改良版によって解析 した結果




実験,理 論,シ ミュレーションを通じて,金 属
クラスターの構造,安 全性(魔 法数),フ ラグメン4.ま とめ
κ'テ ーション等をどの程度定量的に扱うことが出来 コンピュ～ターの最近の発達により,マ イクロ
るかについて,多 くの興昧が持たれている。本研 クラスターの分野でもシミュレーション技法が活
究会で,菅 野は金原子クラスターの構造揺動と下 発に用いられるようになってきた現在,今 回の研
地の効果についてのシミュレーション解析につい 究会のテーマは正に時節 にかなったものであっ
て,石 井は単純金属クラスターについて報告した。 た。参加者は,元 原子核専攻,情 報工学専攻,物
稲岡は,球 形金属マイクロクラスターのモデルと 性物理専攻,化 学専攻など様々であり,時 折使用
して閉殼球状電子がスを考え,そ の系での誘電応 する言葉の不統一性の為の障害はあったものの,
答を解析的に扱った。 同一一テーマを多方面から分析 し,活 発に討論でき
さらに,最 近C6。 がグラファイトとダイアモン たことの意義は大きい。今回の研究会を通じてな
ドの2種 類以外の新しい炭素分子の構造として注 された議論の幅の広さと洞察に今後のこの分野の
目を集めている。そのサッカー一ボール構造が極め 多大の発展が期待できることが確信できた。閉会
て安定であるばかりでなくKやRbを ドーブす の挨拶(川 添)に おいて,来 年度も金属材料研究






東北大金研 橋 本 功 二
1.は じめに11月18日(月)
2/世 紀に人類が生き残 り,豊 かな生活を享受す 座長 永山政一(日 本ケミコン)
るためには,太 陽光線に含まれる中波長紫外線を13:20--13:25挨 拶
器 瓢 鰯 識 犠 麓 馨 葎誉13=25-13:50フ 鰐 騰i謙 お{寧繋1
ある。 したがって,ク ロロフルオロカーボンは回Ni,Cr,ス テンレス鋼の分極挙動
収 ・分解し,窒 素酸化物は分解 し,二 酸化炭素は 阪 大工 柴 田俊 夫,東 ソ ー 沖
捕捉 して変換するなど,新 たな努力が鋤要である。 孝広
窒素酸化物は,酸 素と窒素に分解するのが最も望 座長 吉田郷弘(京 大工)
まれる方法であって,窒 素酸化物の強い酸化力に13:50一 り4:/5金 属 を担 持 した炭 素 によ る
耐え,こ れを窒素と酸素に分解する触媒材料の研NO.の 除去
究が行われている。クロロフルオロカーボンは,東 北大反応研 富田 彰
触媒を用いて水と反応させ,二 酸化炭素 ・塩酸 ・/4:15-/4:40二 酸化炭素からO,以 上の炭化
フッ化水素酸に変えて,生 成する酸を再利用する 水素を合成するための触媒担体の
のが,最 も有効な処理方法である。このためにハ 新 しい調製法
ロゲン酸に強い触媒材料,フ ッ化水素酸や塩酸に 鹿児島大工 高橋武重
耐える装置材料などの研究が行われている。二酸14:40-15:00休 憩
化炭素の捕捉には,装 置材料の腐食に関して,未 座長 佐藤教男(北 漕道放送教育センター一)
解決の問題がある。また,捕 捉した二酸化炭素の/5=OO-15:25フ ロン,NO、 の分解と耐フツ
処置に関しても,全 く見通 しが得られていない。 酸材料
本ワ_ク ショップ 賎 このような新 しい材料の 東北大金研 小森 充 廣臼哲仁1
研究の現況を紹介し合い,そ の内容の理解を深め 張 波捧,橋 本功二
ると共に,今 後の研究の方向に関して討議するた15:25-15:450「-F一 混合溶液[‡]のステンレ
めに企画された。ここでは,地 球環境浄化用触媒 ス鋼の不働態化と孔食電位 につい
材料,耐 食材料の研究の紹介と共に,既 に用いら て









座長 春山志郎(東 京高専)い て




座長 瀬尾真浩(北 大工)に 及ぼす合金元素の影響
9:30-955ア ミン水溶液によるCO、 吸収プ 神戸製鋼材研 中山武典
ロセスと材料問題 座長 水流 徹(東 工大)
日揮 山本勝美/5:30-/5:55総 合討論 地球環境浄化用新材
9:55引0:20ア ルカ1り環境における炭素鋼の 料研究の今後の課題
SSCとSOOパ ネリスト 石ノIl達雄(北 大工) ,本間禎一(東 大生
新日鉄第2技 研鋼管研究センヲー 小川洋之,傳 研)他
寳幸≡15:55-/6=00閉 会挨拶
r座 長 関根 功(東 理大理工)東 北大金研 橋本功二
10:20-10:45ア/し カリ環境での炭素鋼の水素
吸収 阪府大工 山川宏二3 .成 果
/0=45-11:00休 憩 窒素酸化物については,金 属触媒を担持した炭素
座長 林 安徳(九 大工)に よって,比 較的低い温度で高効率に還元できる
1/:00『11:20金 属問化合物およびTi合 金の ことが紹介された
。また,ア モ/レファス合金を出




名大工 国光誠司・細井祐三 フ[コンと水との反応に,ア モルファス合金を触
座長 谷口滋次(阪 大工)媒 として用いると,生 成する塩酸とフツ化水素酸
M:40-12二 〇5Fe20・-CP203-NiO系 人 工不 で合金が侵されても,フ[]ン 分解の触媒活性を失
働態皮膜の合成とその耐食性 わないような触媒合金が得られることが報告され
東北大工 杉本克久 た。
12:05-12:30ご み焼却炉溶融塩腐食環境にお フロン分解によって生 じるフッ化水素酸に耐え
ける鉄鋼材料の高温腐食 る金属材料について,アモルファス合金の中には,
1住 友金属鉄鋼技研 大塚伸夫・工 常温では十分な耐食性を備えた合金が見いだされ
藤赴夫 ている。また,フ ツ化物イオンを含む溶液中にお
12:30-/3:30昼 食 ける高ニッケル合金,ス テンレス鋼など実用金属
座長 小林賢三(慶 大理工)の 腐食挙動についての貴重な実験結果が発表され
り3:30-/3:55溶 融塩型燃料電池用ステンレス た。
鋼の耐食牲向上 二酸化炭素の捕捉 ・吸収には,ア ルカノールア
日立日立研 檜山清志・泉谷雅清 ミンを吸収剤とする吸収装置を用いることが検討
/3:55-14:20燃 料電池用材料NKK技 術開 されている。石油精製および石油化学の分野で用
発本部 いられているこの装置の腐食事例が
,企 業の研究
酒井潤一・島田 透・松島 巌 者によって報告された。特に,/984年 にはシカゴ
14:20-/4:40休 憩 近郊の石油精製施設で
,吸 収装置の圧力容器の応
座長 石川雄一(日 立機械研)力 腐食割れによる破壊から
,爆 発と火災によって








として,二 酸化炭素の発生を減らすことが,強 調 の軽量化に伴う自動車用鋼板の腐食問題 さらに
されている。これ自体は全くもっともである。し は高効率発電機である燃料電池における腐食問題
かし,こ れだけ膨れ上がってしまった市民生活や など,地 球環境を悪化させないための努力に伴っ
産業活動に影響を与えすに,発 生を抑制できる二 て発生する腐食問題が幅広く紹介された。
酸化炭素の量はどれほどのものであろうか。結局,
発生する二酸化炭素を捕捉して,放 出を防止する4.ま とめ 昏
ことを基本にせざるを得ないと思われる。ところ これまで,ほ とんど対話を交わしたことのない
が,捕 捉した二酸化炭素を大量に処理する方法の 触媒材料と耐食材料の研究者が一堂に会した本ワ
決定的提案はない。一方,太 陽光に恵まれた発展 一クショツプは,本 テーマに関する研究を進める
途上国では,太 陽電池を用いて水を電解して得ら ために,き わめて示唆に富み,有 意義であった。
れる水素を,持 ち運び可能な燃料として使うこと 耐食材料の研究者からは,こ のような企画には・
が真剣に考えられている。水素は確かにクリーン さらに多くの触媒材料の研究者の参加を求めるよ
なエネルギーではあるが,単 位体積当りのエネル うにとの要望もあった。また,地 球規模の問題解
ギーが,こ れほど薄い燃料は他にない。これに対 決のために,こ のような研究者集団による重点領
し,炭 化水素は最低の炭素数のメタンですら,単 域研究に,こ の課題の研究を発展させることが・
位体積当りのエネルギーは,水 素の3.45倍 であ 確認された。なお,今 回のワークショップ参加者
る。したがって,太 陽工ネルギーを用いて,水 素 の旅費の一部は,こ のテーマで分科会を行ってい
が容易に手に入れられるようならば,捕 捉した二 る腐食防食協会が援助してくれたことをここに記
酸化炭素をこの水素と反応させて炭化水素に戻 し,感 謝申し上げる。
コ ン ピ ュー タ ー シ ミ ュ レー シ ョン 硬
一 磁 気 及 び 光 記 録 材 料 一









12月5日 と6日 の二日間にわたって金研 講堂 シミュレーション
に於いて開催され,60名 を越える参加者及び131〈DD田qコ 信介,田 中富士雄,鈴
件の講演があった 木静雄
14=30-/5:/0高 線速書き込みでの磁区形状
3.成 果とまとめ 東北大金研 本間茂,胡 暁,川 添
本ワークショップの講演に於ける大半のクリレー 良幸
プの研究成果は現在世界的に最高レベルのもので 日立マクセル 今津龍也,太 田憲雄
あると認められているものである。それら相互間/5:30-46二/0光 変調光磁気記録シミュレーシ
の情報交換を通じて,今 後の磁気及び光磁気材料 ヨン ・反転磁区の発生と成長





は,記 録パターンの照射レーザーパワー,記 録線 日立中研 岡峰製範 寺尾元康
速,記 録磁場及び記録層材料依存性に関する研究12月6日(金)
において,我 が国が世界にさきがけて,モ デルシ9:00-・9:40塗 布型媒体の磁化機構








研究結果等を中心として報告が行われた。磁化過 ソニーマグネ 佐藤孝典,内 山浩,本 多直樹
程や反転過程のダイナミツクスの解析及びその物M:10-//=50重 層 磁 気 メデ ィア にお け る
理的な結果の,パ ソコンやビデオを活用した高度>TR信 号記録解析
〔 で直舳 なプレゼ万 一ションもあ躰 ワークシ コニカ 懸 康夫
ヨップに花を添えた。 東北大 田河育也,中 村慶久
本ワークショツプにより,磁 気及び光磁気記録 り3:00-13:40磁 気記録における磁区解析とそ
材料の研究において,コ ンピューターシミュレー の観察NTT岸 上)1頃一
ション及びそれに基づくサイエンティフィツクビ13=40-14=20磁 気記録におけるオーバーライ
ジュアライゼーションが非常に重要且つ有力な新 ト機構の解析




13:00-/3:/0開 催にあたつて 電通大 林信夫,仲 谷栄伸
東北大金研lIl添 良幸15:00-15:40六 角板状磁性粒子の磁化反転シ
13=/0-13二50GdCo非 晶質合金の電子構造 ミュレーション




東北大金研 小 林 典 男
1.は じめに6MOO>D法 で作製したBI系2223相 超伝導






る。一方,磁 場中にある酸化物超伝導体は,臨 界91ntrinsicpinnin8と 臨界電流
磁場とは明確に区別される不可逆曲線の存在,磁 東北大金研 高橋三郎
束の熱的励起によるクリープ,磁 束格子の不安定10Y系 薄膜の磁化と磁束クリープの異方性
性,臨 界電流などの輸送現象にみられる異方性 東北大金研 小林典男
等々、従来の超伝導体にはみられなかった興味深1/高 温超伝導膜の磁化のヒステリシスについて
い性質を示す。一般にこれらの現象は酸化物超伝 千葉大理 野島 勉
導体の応用に悪影響を及ぼすと考えられている。/2LaSrCuO単 結晶におけるJcと 磁束ピン
奢論 ご灘 灘 離:墾宏自 晶麓 瓢 灘 大工岸…
的として離 された・ 筑漱 肛 吉崎鎚
1ま藩繍 輪轟臨■ 騨 騨論羅::1獺
の参力ロ者のもdこ 以下のようなプログラムで離16Bi系 銀ンース棚 の臨界翫 と醐 鮒t
さnz!・/7Bi(2223)銀 シー婁 櫨 羅 認羅 武志
12月11日(水)東 芝総研 山田 穣
1Y系 酸化物超伝導体薄膜のスパツタ合成と/8Bi系A8シ ース線材の作製と臨界電流評価
臨界電流密度 東北大工 鈴木光政 古河電工横浜研 前[iE敏彦
23元 同時気化 ○>D法 により作製したY系
膜の超伝導特性 三菱電機材料研 松野 繁3.成 果
3YBOO超 電導薄膜の磁束ピニング1日 目は,Y,Bi及 びTl系 酸化物の薄膜にお
住友電工伊円研 松浦 尚 ける臨界電流密度と磁束ピニングの関連について
4磁 束ピニングスケール則における磁束クリー 討論された。スパツタ法による薄膜作製ではBa
プの影響 東北大金研 渡辺和雄i組 成と酸素濃度の制御が超伝導特性に顕著な影響
5MOO>D法 で作製したBSCOO薄 膜超電 を与えること(鈴 木),ま たCVD法 では原料に
導特性の異方性lSTEO-SRL祐 谷重徳THF溶 剤を付加することによって気化特性を改
一28一
善し,さ らに3元 同時気化を行うことによって再 単結晶について報告された。すなわち,以 前Y系
現性及び合成速度が大幅に向上すること(松 野)単 結晶で報告されていた,い わゆるfishtall効
が報告された。 果の存在がLa系 単結晶でも観測され,酸 素欠損
また,C>D法 によるBi(2223)薄 膜(〕」崎)に よるバルクピンの可能性が指摘された(岸尾)。
及びTl(/223),(2223)薄 膜(生 田目)の 合成が2日 目後半は,現 在液体ヘリウ∠」温度での実用
行われ,液 体窒素温度における高Jc特 性が得 ら 化に最も近いとされるBi系A8シ ース線材 と複
れている。これらの薄膜 におけるJ。 特性を決定 合線材の臨界電流とその阻害因子について議論が
する要因として,ピ ンポテンシャルの形(松 浦)、 なされた。4.2Kで は20Tを 越える磁場中で105
磁束クIY一 プの影響(渡 辺),表 面バリヤの存在(祐A/cm2を 越え(熊 倉,前 田),ま た液体窒素温度でも
谷),層 間距離との関連(生 田目)が モデル計算の ゼロ磁場で2-5×104A/CM2(熊 倉,加 藤)のJ・ を
結果を含めて紹介された。 持つ線材が開発されている。さらに,4,2Kで/.4
2日 目の前半は基礎的サイドから理論的考察とTの 磁界を発生することのできるマグネツトが
1磁 化側定から見た混合状態の特性が討論された。 試作された(山 田)。 線材の臨界電流を阻害する要
まず不可逆曲線の温度依存性がピンポテンシヤル 因として,粒 界における炭素の存在(山 田),非 超
密度のスケール則に基づいて考察され,実 験結果 伝導相の影響(加 藤)な どが調べられた。一万,
と定性的に一致することが示された(松 下)。 またJ。 を向上させる方法として,照 射効果(熊 倉)や
すでに報告されている臨界電流密度の多様な異方A8界 面における配向性を利用する方法(山 田)が
性について,強 い二次元性を考慮 した内在的ピン 検討された。
の考えから説明が試みられた(高 橋)。
上記の不可逆曲線の温度依存牲については,Bi4.ま とめ
系(2212)単 結晶(門 脇)及 び(2223)高 配向試 本ワークシ…ヨツプでは,La,Y,Bi及 びTl系 酸
料(吉 崎)に ついて磁化測定から求められたが,化 物超伝導体が取り上げられ,ま たその形態も薄





(/-T/T,)3t2貝llか らのすれはY及 びBi系 薄膜 ラクタライズされた試料について系統的な研究の















東北大金研 小 松 啓
圧力は温度と並んで重要な熱力学的強度因子で(プ ログラム)
あり・結晶成長に及ぼす様々な影響が期待できる。 場所 新棟7階 セミナー室
しかし実験 ・理論を含め,こ の分野の研究はまだ
少ない。それ一は・何よりも装置上の障害が大きく・12月16日
コストも高くつくためである・しかし・油圧セノレ[ま じめに 小松 啓 東北大学鋸 材料研究所1
やダイヤモンドアンビルセル(DAC)等 の改良に 高圧下における固体の水への溶解現象
より・最近臓 酪 易こ高静水圧下での糸吉晶厳 谷口吉弘 沢村精治 亘命鰍 学理工学部
研究が可能となってきた。特にDACは 光やX線 氷結晶のモルフォ[コジーの変化
に透明であることで・結晶成長中の圧力効果によ 七里公毅 大阪而立大学理学部物理






の結晶成長過程'モ ルフオロジー変化等の研究の 青木勝敏 化学技術研究所






ワークショツブは二日間にわたって以下に示し 高野 薫 筑波大学物質工学系{
たプログラムで行った。DAOを 用いた研究を中12月171ヨ
心に高圧力下での物質の相変態という共通点で・ 結晶成長観察用圧力セルの開発






研究者の苦労'工 夫が随所で感じられた。全般的 八木健彦 東京大学物性研究所
に・結晶成長という立場で現象を把握するために 総合討論 高圧力下での結晶成長実験の問題点と
は,降 圧の方法など,な お改善すべき点が多々あ 今後
ることを痛感した。あらかじめ予稿原稿をいただ ワ_ク ショップへの参加人数は25人(う ち学内




東北大金研 角 野 浩 二
1.は じめに 田中明和,正 義彦,大 楽智(住友金属鉱山)
シリコンやGaAsな ど半導体中の結晶欠陥は ア.III-V化 合物半導体中の転位の運動特性
電子 ・光デバイスの性能を左右するものとして基 米永一郎,角 野浩二(東北大 ・金研)
礎ならびに応用的観点からそれらの電気的 ・光学1月23日(木)
的性質やその形成過程が調べられ・多 くの研究結8 .CAICISSに よるヘテロエピ成長のその場観
C果 が報告されている・また・その制tfgE法 に関す 察る研究も進められている
。しかし・最近・混晶や 橋本明弘,斉 藤徹J.パ ーマ,田 村誠男(光 技
薄膜などの新 しい半導体材料の開発が行なわれ,研)
また・陽電子消滅法などの新しい評価手段も発展9 .薄 膜混晶中の局所構造と欠陥評価
しつつある状況の中で・半導体中の結晶欠陥に関 竹田美和,大 柳宏之 ・(名大 ・工,電 総研 ・)
する研究も新たな局面を迎えようとしていると思10 .ヘ テロエピ膜中の転位の運動
われる。 山下善文,前 田康二 白木靖寛 ・(東大 ・工,東
そこで標題のワークショツブを開催し,現 時点 大 ・先端研 つ
での研究の到達点の整理と・今後の展開のためのM .Siの 点欠陥とゲッタIYン プ
知識の交換を行なうことにした・ 早藤貴範(ソニ_)
まとめ 角野浩二(東 北大 ・金研)
2.ワ ークシ ョップ報告
本ワークショップ は,平 成4年/月22日 と3 。成果
23日 の二日間・金研講堂において開催された。541か ら5と1/で は,シUコ ン中の結晶欠陥の発
名の参加者のもと・以下のプログラムで研究発表 生 づ肖滅 ・運動について詳細な報告がなされた
。
と活発な討論がなされた。 吉田はV族 不純物が固有欠陥(原 子空孔ないし侵
f1月22日(水)入 型原子)と 強く船 した状態で鱒 する現象をピ はじめに
角野浩二(東 北大 ・金研)基 礎的観点から論じた。上浦らは皐導体結晶にお
/・S陣 のV族 不純物対拡散モデルの基礎条件 ける水素の状態をまとめて解説し,さ らにSI結
吉田正幸(九 州芸工大)晶 中の水素一炭素複合体の構造とその形成 づ肖滅
2・Si中 の炭素に束縛された水素の電子状態と 機構を報告した。上殿は陽電子消滅法を半導体の
ダ』イナミックス 欠陥研究に適用し,SiやZnSe[Pの 原子空孔に
上浦洋一・橋本文雄(岡 山大 ・工)関 連する種々の欠陥の種類と濃度を求めた。定光
3・ 陽電子消滅による欠陥評価 はデバイスプロセスにおける隆路である重金属不
上殿明良(東 大 ・工)純 物の影響を故意汚染法により調べ,種 々の結晶
4・Siウ ェハー表面の重金属汚染による欠陥 欠陥の発生と重金属との関係 を定量的 に解析 し
定光信介(九 州電子金属)た 。竹田らは電子照射によって誘起される{//3}
5・ シリ]ン の照射誘起2次 欠陥の構造 面状の欠陥の構造が侵入型原子の集合構造である
竹田精治・武藤俊介 平田光児(阪 大 ・教養)こ とを明瞭に解明 した。早藤は結晶中の固有欠陥





6と7で は,IHVお よびIII-V化合物半導体qコ 新しい展開」,「シリコン中の結晶欠陥の制御と物
の結晶欠陥の特徴が報告された。田中らは育成し 性」,「半導体の欠陥制御」,「半導体中の欠陥反応
たOdTe結 晶中に観察される回転双晶および と複合欠陥の性質」と続き,今 回で5回 目を数え
Odあ るいはTe析 出物の発生と育成条件との関 た。今回は特に,若 手の第一線の研究者に講演し
係を報告した。米永らは種々のIII-V化 合物半導 て頂いたが,い すれの講演においても時間を大幅
体中の転位の運動挙動,お よびそれに対し各種の に超過する発表と活発な討論がなされ,こ の分野
不純物がそれぞれ異なる特徴を持って影響するこ の研究の重要性があらためて強く認識された。そ
とを示した。 の中で,半 導体中の結晶欠陥の構造と成因に関す
8か ら/0で は,半導体薄膜中の欠陥の新しい手 る研究の現状についてかなり明快な整理がなさ
法による解析が報告された。橋本らは低速イオン れ・その結果 今後の結晶欠陥研究の指針が得ら 奄
の散乱現象を利用した同軸型直衝突イオン散乱分 れたと思われる。また,今 回の研究会の特徴とし
光法を用いGaAs/Si等 の半導体薄膜のヘテ〔〕 て,企 業における第一線の研究者の研究の進め方
工ピ成長の初期過程をその場観察した。竹田らは が,例 えば試料の選定,実 験方法などにおいて,
蛍光EXAFS法 により種々の半導体混晶や超格 より基礎的に,かつ厳密になってきたこと,一方,








人 事 異 動
新任及び昇任
ラング ・ミハエル/99/.8./助 手 低温電子物性学
ワスチン・フランク/991.8.8助 手 ランダム構造物質学
大 西 直 之/991.10./助 手 不定比化合物物性学
仁 科 雄一郎199/./2,り 教 授 新素材開発施設
ナノ構造制御機能材料研究部へ担当換





















91-208Fe-Mo-C合 金 の 焼 き 戻 し2次 硬 化 ピ ー ク 段 階 植 森 龍 治 ・ 谷 野 満 日 本 金 属 学 会 誌55
に お け る 極 微 小 析 出 物 のAP-FIMに よ る 解 析(1991),141-150
91-209Fe-Cr-Co-Si合 金 の ス ピ ノ ー ダ ル 分 解 生 成 物 植 森 龍 治 ・ 向 井 俊 夫 鉄 と 鋼77
























































































































91-243セ ラ ミ ッ ク ス 傾 斜 機 能 材 料 の 気 相 合 成 平 井 敏 雄 ・ 佐 々 木 眞 第35回 材 料 強 度 と 破 壊 総




















































































































































































91-283高JI、-YBCO薄 膜 と ピ ニ ン グ 機 構 小 林 典 男 ・ 渡 辺 和 雄 表 面 科 学12
山 根 久 典(1991),553-560
91-284イ メ ー ジ ン グ プ レ ー トを 用 い た 電 子 顕 微 鏡 像 進 藤 大 輔 日 本 金 属 学 会 会 報30
の 定 量 解 析(1991),809-816
-40一




































91-295炭 化 物 分 散 型 超 微 細 粒 軟 磁 性 薄 膜 材 料 長 谷 川 直 也 ・ 潟 岡 教 行 日 本 金 属 学 会 会 報30
斎 藤 正 路 ・ 藤 森 啓 安(1991),685-694
91-296高 飽 和 磁 化 、 高 耐 熱 性 を 有 す るFe/Fe-Hf-C長 谷 川 直 也 ・ 斎 藤 正 路 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌15































g1-304FabricationandPropertiesofSasakiM.andHiraiT.日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会









91-306傾 斜 機 能 材 料 新 野 正 之 ・ 熊 川 彰 長 電 気 学 会 雑 誌110
-42一
一番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
一一ス ペ ー ス プ レ ー ン か ら人 工 骨 ま で 一一 佐 々木 翼(1990)
,35-42
91-307高 機 能 ナ ノ ・コ ン ポ ジ ッ ト微 粒 子 平 井 敏 雄 ・ 大 森 守 エ レ ク トロ ニ ク ・セ ラ ミ
ク ス22(1991>t[106]
11-18
91-308複 合 ・傾 斜 機 能 材 料 平 井 敏 雄 ・ 佐 々 木 眞21世 紀 へ 羽 ば た くセ ラ ミ
























































































(91-333ア モ ル フ ァ ス 合 金 風 船 を つ く る 張 濤 ・ 藥 安 邦 バ ウ ン ダ リ ー7
井 上 明 久 ・ 増 本 健(1991),[9]39-43
91-334ア モ ル フ ァ ス 合 金 粉 末 の 緩 和 、 結 晶 化 な ら び 井 上 明 久 ・ 山 本 毅 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金38
に 固 化 成 形 増 本 健(1991),897-902
91-335Co系 扁 平 状 非 晶 質 合 金 粉 末 の 作 製 と そ の 諸 小 口 昌 弘 ・ 原 川 義 夫 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金38
特 性 清 水 洋 一 ・ 井 上 明 久(1991),930-933
増 本 健
91-336広 い 過 冷 却 液 体 温 度 域 を 持 つ 高 強 度Mg-Cu-Y河 村 能 人 ・ 井 上 明 久 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金38
非 晶 質 合 金 粉 末 の 固 化 成 形 増 本 健(1991),948-952
91-337ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 結 晶 化 に よ る ナ ノ 組 織 井 上 明 久 ・ 増 本 健 金 属61(1991),[10]
fiill争缶062-68
91-338非 晶 質 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 井 上 明 久 ・ 増 本 健 熱 処 理31
(1991),154-161
91-339金 属 材 料 に お け る ア モ ル フ ァ ス 化 の 効 果 増 本 健 日 本 金 属 学 会 会 報30
(1991),375-382{
・
91-340FeT・[:(B1-.P。>15Si7非 晶 質 合 金 の 水 素 吸 収 に 山 崎 徹 ・ 永 澤 克 司 日 本 金 属 学 会 誌55
よ る 脆 化 と 構 造 変 化 荻 野 喜 清 ・ 川 嶋 朝 日(1991),646-653
橋 本 功 二
9!-34!二 段 液 体 急 冷 法 に よ るFe基 お よ びCo基 フ レ ー 才 田 淳 治 ・ 井 上 明 久 日 新 製 鋼 技 報64














































91-352MOMBE岡 野 泰 則CVDハ ン ド ブ ッ ク
(1991),450-461
91-353MOCVD法 に よ るc軸 配 向PbTiO二,薄 膜 の 作 製 陳 先 同 ・ 山 根 久 典 日 本 化 学A誌(1991)
-46一
91-354CVD法 に よ る チ タ ン 酸 バ リ ウ ム 薄 膜 の 合 成 中 沢 秀 伸 ・ 山 根 久 典 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会

























































9!-372高 純 度Fe-C-Si合 金 の レ ビ テ ー シ ョ ン 溶 解 坂 上 六 郎 ・ 金 永 稜 鋳 物63





















































91-387高 温 超 伝 導 酸 化 物Bi2Sr2Ca,-」Cul、0り(n=1,2)奥 正 興 ・ 宍 戸 統 悦 分 析 化 学40
-49一
91-388メ ソ ス コ ピ ッ ク 粒 子 吸 着 のSTM観 察 西 谷 龍 介 ・ 粕 谷 厚 生 化 学 工 業42

























































































































番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
91-417Hooke-Reuss弾 ・塑 性 体 内 に 生 ず る 圧 縮 の 平 佐 藤 裕 久 ・ 高 山 和 喜 塑 性 と 加 工32
面 縦 衝 撃 波 一一固 体 内 衝 撃 波 の モ デ リ ン グ に 庄 野 安 彦(1991),597-602






























91-425水 酸 化 ベ リ リ ウ ム 共 沈/ア ル シ ン 分 離/モ リ ブ 細 谷 稔 ・ 石 黒 三 岐 雄 分 析 化 学40
ド ヒ酸 青 吸 光 光 度 法 に よ る 高 純 度 鉄 中 微 量 ヒ 〈1991),263-269
素 の 定 量
91-426X線 光 電 子 分 光 並 び に 薄 膜X線 回 折 に よ る 山 田 真 爾 ・ 奥 正 興 分 析 化 学40
窒 化 チ タ ン コ ー テ ィ ン グ 鋼 の 界 面 近 傍 分 析 広 川 吉 之 助(1991),727-733
91-427グ ロ ー 放 電 成 膜 現 象 の 発 光 ス ペ ク ト ル に よ る 辻 幸 一 ・ 広 川 吉 之 助 日 本 化 学 会 誌(1991),
評 価E10]1379-1385
-53一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
91-428複 陰 極 型 グ ロ ー 放 電 管 の 開 発 と そ の 鉄 鋼 分 析 広 川 吉 之 助 ・ 我 妻 和 明 鉄 と 鋼77
へ の 応 用(1991)
,1823-1829
9工一429黒 鉛 炉 原 子 吸 光 法 に よ る 鉄 鋼 中 微 量 元 素 の 小 林 剛 ・ 井 出 邦 和 鉄 と 鋼77






91-431光 学 顕 微 鏡 の 基 礎 と 応 用(1)小 松 啓 応 用 物 理60♂
(1991),816-820
91-432光 学 顕 微 鏡 の 基 礎 と 応 用(2)小 松 啓 応 用 物 理60
(1991),924-928
91-433光 学 顕 微 鏡 の 基 礎 と 応 用(3)小 松 啓 応 用 物 理60
(1991),1030-1034
91-434光 学 顕 微 鏡 の 基 礎 と 応 用(4)小 松 啓 応 用 物 理60
(1991),1136-!140




























































蒙 ㌶ 嵐媒 ㊥
難 難 、.1顎 聾 淫 耀
爵緯 一ぬ 灘 鯵 雄i輪
●
第 二 新 棟 完 成 予 想 図(左 は現在の新棟)
念 願 の 第 二 新 棟 は 平 成4年 度 着 工 、完 成 は 平 成5年 度 末 の 予 定 。
新素材開発施設の他、数研究室を残 し3号 館の研究室が移転。
両棟 をつな ぐ建物 は、2階 が図書室、1階 が講堂 と会議室。
発 行 日1992年2角28日
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